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Human City <まもと

学校教育

本市は、人間性豊かな児童生徒の育成と創造的

な教育経営の推進を柱に、次のような重点施策を

推進しています。

○心豊かな人づくり

徳・知・体の調和ある人間形成をめざして道徳

教育や基礎学力の充実、生徒指導の徹底、さらに

郷土教育、勤労教育、愛鳥教育、環境保護教育な

どの推進を図っています。

また、同和教育は、すべての児童生徒に人権尊

重の精神を認識させ、部落差別をはじめ、あらゆ

る差別をなくしていく意欲と実践力を育成するた

め、全教育活動を通して積極的に推進しています。

.o進展する社会への対応

豊かな国際性と国際理解を深めるための、国際

理解実践校の委嘱や国際理解研修会、さらには、

アメリかから英語の先年を招いて、生きた英語学

習などを進めています。
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○健康づくり

基礎体力の養成とともに、心の健

康を大切にする健康教育実践校の委

嘱、健康優良校の育成、素足の励行

や部活動の適正化など、健康習慣の

形成を通しながら、其の健康教育を

推進しています。

また、昭和62年9月、千葉城町の

NHK北側にオ-プンした教育セン

ターでは、学校教育並びに社会教育

に関する、教育課題の解決に必要な

調査、研究をはじめ、教育関係者の

研修、各種教育相談など指導力向上

を図るための場と機会を積極的に提

供し、その活用を図っていますO
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在学者数の推移(幼・小・中・高)
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昭和63年度教育費(歳出当初予算)
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学校施設

学校は、教育、学習の場であるばかりでなく、

児童生徒が一日の大半を過ごすことから、それに

ふさわしい、ゆとりと潤いをもたらす施設である

ことが必要です。

そこで、市ではより豊かな教育環境づくりを進

めるために、校合の増改築や施設の改善をはじめ、

教室の整備拡充、学習指導方法の多様化に対応で

きる多目的ス-＼-スの建設、彫刻や壁画等の文化

性を取り入れた質的整備、屋内運動場や水泳プー

ルの増改築など、毎年計画的に進めています。こ

のほか、教育の適正化を図るため

の過大規模校の分離新設につい

ても、鋭意取り組んでいます。

63年度は、唯一の木造校合で

あった池上′ト学校の新校舎が完

成しましたO敷地が狭陰のため、

裏山を造成し地形を利用した体

育館やプールの建設、運動場と

の段差を利用したスタンドの設

置など、ユニークな施設の配置

に加え、校舎は安全性を考慮し

てピロティー方式を採用し、 2

階以上が教室(4階建)になっ

ていますO　更に、室内は床や壁

に県産材をふんだんに利用し、

オープン教室を多く取り入れる

教
育
の
場
づ

ゆ
と
り
あ
る
、
充
実

など、ゆとりと潤いのある教育環境の創出に工夫

を凝らしていますO

また、 63年度、東野中学校から体育館の改築時に

合わせて、柔剣道場の建設やミーティング室、更

衣室、便所などを備えたク
など、地域ぐる

Human Cityぐよもと

社会教育

池上小学校
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生涯学習のまちづくり

21世紀に向けて、生活様式が

複雑化、多様化していく中で、

生涯にわたる市民の学習要求が

急速に高まっていますO　市では

これらに応えるために、社会の様

々な教育機能を総合的、有機的

に活用するとともに、学習情報

の提供や生涯学習を進める住民

大会、生涯学習モデル事業など

を実施し、その充実振興に努め

ています。

社会教育施設

生涯教育の機会と内容の充実

を図るために、次の社会教育施

設の整備充実に努めています。

○市立公民館

市民コミュニティー醸成の拠

点として各地域の市民センター

(西部、南部、東部、龍田、託

い
つ
で
も
、
誰
に
で
も
、

生
涯
学
習
の
機
会
を
提

-　　　　　　　　　　　　　　　　　.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　--

麻、幸田、清水、秋津、大江)内に公民館を併設

しています。中央公民館と合わせると現在、 lo緒
ありますO

公民館では、市民の学習欲求に応じて教育、学

術、文化に関する各種の講座、学級などを開設し、

受講者数は年間2万5千人を超えていますo
O市立図書館

本館は大江6丁目の文教地区にあり、各地域の

公民館8ヵ所に分館を置いています。 1階は一般

貸出し、閲覧、児童、お話しコーナー、参考資料
室、身体障害者福祉室、 2階は集会室、ホール、視聴

覚ライブラリーなどがあり近代的図書館機能を備

え、研修、貸出しなど多数の市民が利用しています。

○博物館

古京町の熊本城内にあり、自然人文、理工科学

関係資料総数1万1千余を展示し、西日本一の規

模を持つプラネタリウムも併設しています。また

「星をみる会」等の各種教室を開設するほか、特

別展を開催するなど、社会教育のみならず学校教
育の場を提供するなど総合博物館としての機能を

備えています。

_.ふ.加ー
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読書風景(市立図書館)

このほか、青少年教育及び対策としては、昭和62

年7月に完成した青年会館(総合体育館と併設)

を青年活動の拠点として、青年教室の開催や青年

リーダー養成などを行っているほか、児童育成ク

ラブの開設、青少年補導センターの充実、更には

「熊本市少年海洋体験の船」、高校生の中国桂林市

訪問など国際交流の推進も図っています。

大江市民センター

・、 、、、 、、/、..I_t∴、-__・∴∴:二11.一　　　、-・二_: _　一,
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Human City <まもと

地域文化

本市には、熊本城や'Kfj'I寺成趣園をはじめ千金

甲[日食など、歴史に培われた多くの文化遺産が人

LJ)に保存され、訪れる人々に深い感銘を与えてい

ます。その中の1つである重要文化財熊本城宇土

櫓は、平成元年に修復が完成し、装いも新たに一

般ユ>¥"¥されます.

また、横井小柄、徳富蘇峰・慮花など郷上ゆか

りの先哲の顕彰と明治の文豪、夏El淑石、小泉八

雲の文学遺跡の保存に努めています。

市内指定文化財

国指定 県指定 市指定

建 造 物 3 ll 18

美 術 工 芸 品 8 53 ll

無 形 文 化 財

3

3 -

無形民俗文化財 1 3

史 跡 5 22

史 跡 名 勝 1 2 -

天 然 記 念 物 5 - 3

計 20 75 57

個
性
あ
る

市
民
文
化
を
醸
成
し
、

文
化
香
る
ま
ち
に
。

一方、博物館、美術館

め市民会館、産菓文

年会館などの文化施設で(

・蝣;蝣蝣<蝣'<ト'.'.蝣l,w ・;一・蝣i.r十

優れた芸術活動が展開され

り、熊本の文化面上の原動力と

なっていますO

昭和62年には国民文化祭、 63

年には全国高等学校総合文化祭

と全回レベルの文化行事が開催

される中で、市民の文化志向も

一段と高まり、文化の時代と言

われるにふさわしい状況をつく

りだしています。

このような背景のもと、さら

に文化財を愛讃する気梓を育て

るとともに、地域に根ざした個

性ある市民文化の育成振興に努

めています。

総合体育館正面玄関壁画

"'vi煤丹増

Human Cityくまもと

健康文化

体育・スポーツは、健全な心身の発達を促し、

人間性豊かな、健康で文化的な生活を営み、活力

ある都市づくりを進めるうえで極めて重要な役割

を果しています。

そこで本rliでは「21世紀へ向けての明るく豊か

な健康、文化都市づくり」を目指し、体育スポー

ツを生涯を通した健康、文化活動としてとらえ、

その実現を図るための総合的な施策の推進に努め

ていますO

スポーツコ施設等の整備拡充

本市には、スポーツ施設と青年活動の施設を倖

設した熊本市総合体育館(昭和61年

コミュニティスポーツ施設第1号の

はじめ野球場、陸上競技場、パレ

スコート、武道場など多くの体育

市
民

心
身
と
も
に
健
全
な

そこで、市民がEl常生活の中で、い

つでも気軽に利用できるように体育施

設の整備拡充と効果的利用の促進に努

めていますO

く田迎公園運動施設〉浜線健康パーク

また市制育周年に当る平成元年2月

は浜線健壊パークがオープンしました.。

敷地面積4万8千平方メートルの大

規模公園でスポ-ツ施設と公閣機能を

備えた健康文化施設として、地域の人

々に人きな期待が寄せられていますC

園内には屋内プール、体育館、テニス

コート、ゲートポ-ルコート、運動広

場等があります,

スポーツ活動のま辰輿

市民総参加として定着している‥i民

体育祭や市民マラソン大会などの各種

行事を尚-・層、推進するとともに、ス

ポーツの生活化、地域に根ざしたスポ

ーツ文化活動の促進、高齢者スボ-ツ

の普及振興など、市民総スポーツ活動

の推進に努めています。

このほか社会体再組織の充実や指導

者の養成・確保にも力を注いでいますo

i-1　　　,追

・　一

㌔ -蜜込義欝i*-'iご



市　　　　　長

助　　　　　役

>ij鴬駈誠・.e虹.・・/.蝣^、.こ_

熊本市行政機構図
(平成元年3月1日現在)
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●歴代市長
氏 氏 名 就 任 年 月 EI 退 任 年 月 日

第 1 代 杉 村 大 八 明 治 2 2 . 5 一 6 明 治 2 6 . 7 . 9

蝣1 桧 崎 為 己 〝 2 6 . 9 . 1 5 ′′ 3 0 . 8 . 2

3 辛 島 格 〝 3 0 . 9 . 1 3 大 正 2 . 1 . 2 0

4 山 田 珠 一 大 正 2 . 4 . 2 ′′ 3 . 1 0 . 1 0

5 依 田 昌 今 ′′ 4 . 1 . 14 n 6 . 9 . 3

6 佐 柳 藤 大 ′′ 6 . l l . 2 0 〝 1 0 . l l . 1 9

7 高 橋 守 雄 n l l . 1 . 1 9 〝 1 4 . 7 . 1 3

8 辛 島 知 己 ′′ 14 . 9 . 1 4 昭 和 4 . 7 ∴ 4

9 山 田 珠 一 昭 和 5 . 2 . 5 ′′ 9 . 4 . 1 7

1 0 山 隈 康 ′′ 9 . 5 . 1 4 ′′ 1 7 . 5 . 1 3

l l 平 野 龍 起 ′′ 1 7 . 6 . 2 5 〝 2 0 . 8 . 1 0

1 2 石 坂 繁 ′′ 2 0 . 1 0 . 4 ′′ 2 1 . 3 . l l

13 ・1 4 福 田 虎 亀 ′′ 2 1 . 6 . 1 4 ′′ 2 3 . 2 . 9

1 5 佐 藤 其 佐 男 ′′ 2 3 . 4 . 7 ′′ 2 7 . 3 . 7

1 6 林 田 正 治 ′′ 2 7 . 3 . 2 1 ′′ 3 1 . 2 . 2 3

1 7 ・1 8 坂 口 主 税 〝 3 1 . 3 . 1 6 ′′ 3 8 . 1 . 4

1 9 ・2 0 石 坂 繁 〝 3 8 . 2 . 1 5 ′′ 4 5 . l l . 2 6

2 1 - 2 4 星 子 敏 雄 〝 4 5 . 1 2 . 2 0 ′.′ 6 1 . 1 2 . 6

現 市 長 田 尻 靖 幹 〝 6 1 . 1 2 . 7 在 任 中
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市議会

市議会は、市民から選ばれた議員52名で

構成されています。会派としては、自民党

(18名)、公明党(8名)、社会党革新クラブ

(8名)、市民クラブ(7名)、共産党(3名)

政策集団・二十一世紀クラブ(3名)、民社党

(2名)、熊本クラブ(1名)、市政クラブ(1

名)、くまもと千人クラブ(1名)の10会派が

結成されていますo

会議は、年4回開かれる定例会と必要が

ある場合に開かれる臨時会があります。内

●歴代市議会議長

部の審査機関としては、常任委員会と特別

委員会があります。常任委員会は総務・教

育民生・保健衛生・経済・建設・公営企業

の6委員会に分かれ、所管部門の事務を調

査し、議案・陳情などの審査を行いますO

特別委員会は必要に応じて議会の議決によ

り設置されますが、付議された事件を審査

するもので、現在、議会運営、総合都市調

査、環境整備の各特別委員会があります。

●市議会議員(平成元年3月1日現在)

J・

代 氏 名 ... 就 任 年 月 E l 退 任 年 月 日 代 氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日 氏 氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 H

1 有 馬 源 内 明 治 2 2 . 4 . 2 6 明 治 2 4 . 1 . 2 1 1 3 佐 藤 真 佐 男 昭 和 2 2 . 6 . 9 昭 和 2 3 . 4 ー 7 2 5 落 水 槽 昭 和 4 6 . 5 . 2 0 昭 和 4 8 . 6 . 6

2 興 津 景 章 ′′ 2 4 . 1 . 2 2 ′′ 2 8 . 5 . 1 3 1 4 大 塚 勇 次 郎 ′′ 2 3 . 6 . 5 ′′ 2 6 . 4 . 2 9 2 6 古 川 国 雄 ′′ 4 8 . 6 . 6 〝 5 0 . 4 . 3 0

3 河 原 惟 親 〝 2 8 . 5 . 1 4 〝 3 1 . 5 . 2 2 1 5 大 塚 勇 次 郎 ′′ 2 6 . 5 . 1 5 ′′ 3 0 . 4 . 3 0 2 7 紫 垣 正 艮 ′′ 5 0 . 5 . 1 6 〝 5 2 . 6 . 4

4 吉 永 為 己 〝 3 1 . 5 . 2 3 〝 3 6 . 2 一 5 1 6 兼 坂 安 次 ′′ 3 0 . 5 . 2 1 ′′ 3 4 . 4 . 8 2 8 上 田 聖 太 〝 5 2 . 6 . 4 〝 5 4 . 4 . 3 0

5 山 田 珠 一 " 3 6 . 2 . 6 〝 3 7 . 4 . 3 0 1 7 打 出 信 行 ′′ 3 4 . 6 . 1 2 ′′ 3 6 . 3 . 2 4 2 9 島 永 慶 孝 ′′ 5 4 . 5 . 1 4 ′′ 5 6 . 1 2 . 8

6 吉 永 為 己 〝 3 7 . 5 . 2 7 大 正 2 . 4 . 3 0 1 8 寸 坂 幸 夫 ′′ 3 6 . 3 . 2 4 ′′ 3 8 . 4 . 3 0 3 0 藤 山 増 美 〝 5 6 . 1 2 . 8 サ 5 8 . 4 . 3 0

7 林 千 八 大 正 2 . 5 . 1 0 ′′ 6 . 4 . 3 0 1 9 阿 部 次 郎 ′′ 3 8 . 5 . 1 8 ′′ 4 0 . 3 . 1 8 3 1 宮 原 光 男 ′′ 5 8 . 5 . 1 8 〝 6 0 . 9 . 6

8 山 隈 康 ′′ 6 . 5 . 1 5 ′i 1 0 . 9 . 3 0 2 0 井 上 常 八 ′′ 4 0 . 3 . 1 8 ′′ 4 0 . 1 2 . 7 3 2 大 石 、 文 末 〝 6 0 . 9 . 6 ′′ 6 1 . 1 2 . 1 5

9 迫 源 次 郎 ′′ 1 0 . 1 0 . 1 4 〝 1 4 . 9 . 3 0 2 1 石 井 辰 雄 ′′ 4 1 . 7 . 4 ′′ 4 2 . 4 . 3 0 3 3 内 田 幸 吉 ′′ 6 1 . 1 2 . 1 5 ′/ 6 2 . 4 . 3

1 0 山 隈 康 '/ 1 4 . 1 0 . 1 2 昭 和 5 . 7 2 2 阿 部 次 郎 〝 4 2 . 5 . 2 0 ′′ 4 3 - 7 - 3 3 4 西 村 建 治 〝 6 2 . 5 . 2 2 ′′ 6 3 . 1 2 . 1 6

l l 平 野 龍 起 昭 和 9 . 5 . ′′ 1 7 . 6 . 1 4 2 3 頼 梨 日 露 ′′ 4 3 . 7 . 1 3 ′′ 4 5 - 1 2 一 4 3 5 村 上 春 生 〝 6 3 . 1 2 . 1 6 在 任 中

1 2 佐 藤 美 佐 男 ′′ 1 7 . 7 . 2 3 J′ 2 2 . 4 . 2 9 2 4 黒 田 弥 一 郎 ′′ 4 5 . 1 2 . 4 ′ノ 4 6 . 4 . 3 0

●歴代市議会副議長
代 氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日 代 氏 名 ▼就 任 年 月 日 退 任 年 月 日 代 氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 E]

1 下 田 ー 直 明 治 2 2 . 4 .2 6 明 治 2 4 . 1 .2 1 1 5 河 田 巌 大 正 14 .1 0 . 1 2 昭 和 4 . 9 .3 0 2 9 佐 藤 寿 子 昭 和 4 2 . 5 .2 0 昭 和 4 4 . 3 .2 4

2 下 田 耕 造 ′′ 2 4 . 1 .2 2 ノ′ 3 1 . 5 .2 2 1 6 平 野 龍 起 昭 和 4 . 10 . 1 2 〝 9 . 5 . 7 30 古 川 国 雄 ′′ 4 4 . 3 .2 5 ′′ 4 4 . 6 .2 8

3 片 山 甚 十 郎 〝 3 1 . 5 .2 3 〝 3 2 . 2 . 7 1 7 橋 本 寿 七 〝 9 . 5 . 8 ′′ 1 7 . 5 .2 0 3 1 岩 尾 恵 〝 4 4 . 9 .1 3 ′′ 4 6 . 4 .3 0

4 林 定 男 〝 3 2 . 2 . 8 ′′ 3 6 . 2 . 5 1 8 西 郷 一 恵 ′′ 1 7 . 6 . l l ′′ 2 2 . 4 . 2 9 3 2 阪 本 富 〝 4 6 . 5 .2 0 ′′ 4 8 . 6 . 6

a 出 田 彦 太 郎 ′′ 3 6 . 2 . 6 ′′ 3 6 . 2 .l l 1 9 大 塚 勇 次 郎 〝 2 2 . 6 . 9 ′′ 2 3 . 6 . 5 3 3 荒 木 昇 ′′ 4 8 . 6 . 6 ′′ 50 . 4 .3 0

6 園 部 交 稚 〝 3 6 . 2 .1 2 〝 3 6 . 5 .l l 2 0 加 川 値 次 ′′ 2 3 . 6 . 5 ′′ 2 6 . 4 .2 9 34 藤 山 増 美 ′′′ 5 0 . 5 .1 6 ′′ 5 2 . 6 . 4

7 板 垣 正 軌 ′′ 3 6 . 5 .1 2 ′′ 3 7 . 2 .1 2 2 1 北 利 民 ′′ 2 6 . 5 . 1 5 ′′ 2 8 . 9 . 5 3 5 矢 野 昭 三 ′′ 5 2 . 6 . ′′ 54 . 4 .3 0

8 有 働 格 四 郎 ′′ 3 7 . 2 . 1 3 ′′ 4 0 . l l . 4 2 2 上 野 勉 〝 2 8 . 9 .2 5 〝 3 0 . 4 . 3 0 3 6 上 妻 重 蔵 ′′ 5 4 . 5 .1 4 ′′ 5 6 . 12 . 8

9 板 垣 正 軌 ′′ 4 0 . l l . 1 4 ′′ 4 2 . 1 .2 7 2 3 森 光 吉 〝 3 0 . 5 .2 1 ′′ 3 2 . 1 2 . 2 8 3 7 田 尻 武 男 ′′ 5 6 .1 2 . 8 〝 5 8 . 4 .3 0

1 0 河 田 巌 ii 4 2 . 1 .2 8 大 正 2 . 4 . 3 0 2 4 吉 村 貞 次 ′′ 3 4 . 6 . 1 2 n 3 5 . 3 . 2 1 3 8 白 石 正 〝 5 8 . 5 . 18 ′ b O . 9 . I)

l l 井 場 熊 喜 大 正 2 l 5 ー1 0 ′′ 6 . 4 .3 0 2 5 坂 梨 日 露 ′′ 3 5 . 3 . 2 1 ′′ 7 . 9 3 9 北 口 政 義 " 6 0 . 9 . (5 ′′ 6 1 . 12 . 15

1 2 峡 談 斎 ii 6 . 5 . 1 5 ′′ 7 . 3 .1 0 2 6 吉 村 貞 次 ′′ 3 7 . 7 . 9 ′′ 3 8 . 4 . 3 0 4 0 吉 村 潔 ′′ 6 1 .1 2 - 1 5 ′′ 6 2 . 4 .3 0

1 3 藤 野 乱 ′′ 7 . 3 . l l 〝 1 0 . 9 .3 0 2 7 石 井 辰 雄 〝 3 8 . 5 . 1 8 ′′ 4 1 . 7 . 4 4 1 竹 本 勇 〝 6 2 . 5 .2 2 ′′ 63 . 1 2 . 1 6

1 4 水 上 誠 規 ′′ 1 0 .1 0 . 1 4 ′′ 1 4 . 9 .3 0 2 8 吉 村 貞 次 ′′ 4 1 . 7 . 4 ′′ 4 2 . 4 . 3 0 4 2 村 上 裕 人 ′′ 6 3 . 1 2 . 16 在 任 中

●常任・特別委員会(平成元年3月1日現在)

名 称 定 数 所 管 事 項

常

荏

香

.こ1負

会

総 務 委 員 会 9
市長公重、企画広報部、総務局、会計室、消防局、選挙管理委員会、監査委員、
公平委員今の所管に属する事項、他の常任委員会の所管に属 しか ー事項

教 育 民生 委 員会 9 市民 局 、教 育委 員会 の所 管 に属 す る事 項

保 健 衛生 委 員会 8 保健 衛生 局 の所 管 に属 す る事項

経 済 委 員 会 9 産業 局 、中 小企 業局 、農業 委 員会 の所 管 に属す る事 項

建 設 委 員 会 9 都 市 局、 建 設局 の所管 に属 す る事 項

公営企 業 委員 会 8 水道 局、 交通 局 の所管 に属 す る事項

特

刺
香
負

∠ゝ
=G

議 会 運 営
特 別 委 員 会 1 2 議 会 運営 に 関す る事項 につ いての 審査

総 合 都 市 調 査
特 別 委 員 会 13 都 市 圏、 都 市整備 及 び国 際化 に関 す る調査

環 i尭 整 備
特 別 委 員 会

13 自然環 境 、都 市景 観及 び観 光政 策 に関 す る調 査

●市議会のしくみ

氏 名 会 派 氏 名 会 派

村 上 春 生 自 民 党 井 上 義 治 社会党革新クラブ

村 上 裕 人
′′ 吉 田 精 一

′′

落 水 清 弘 政策塊団l
二十一.虻患己クラ7- 角 田 勝 浩 公 明 党

下 田 耕 士 くまもと千人グラフ一 中 沢 誠 ft

奥 田 光 弘 熊本 クラブ 中 村 徳 生 自 民 党

鈴 木 昌 彦 民 社 党 竹 本 勇 ′′

家 人 安 弘 社会党革新タラ7 嶋 田 幾 雄 ′′

松 江 昭 ′′ 大 石 文 夫 ′′

磯 道 文 徳 公 明 党 西 村 建 治 市 民 ク ラブ

西 泰 史 ′′ 西 田 続 ′′

諸 熊 文 雄 自 民 党 佐 藤 公 平 ′′

吉 見 輝 雄 ′′ 岩 下 恵 拍 共 産 党

荒 木 あ きひろ ′′ 森 田 粋 禰 社会党革新クラブ

江 藤 正 行 ′′ 佐 々木 亮 公 明 党

内 田 三千 夫 市民 クラブ 田 尻 武 男 自 民 党

山 内 光 昭 ′′ 紫 垣 正 良 ′′

益 田 牧 子 共 産 党 島 永 慶 孝 ′′

河 上 洋 子 社会党革新クラブ 矢 野 昭 三 ノ′

竹 ロ 博 己 公 明 党 宮 原 光 男 ′′

亀 井 省 治 ノ′ 藤 山 増 美 市 民 ク ラブ

荒 木 哲 美 自 民 党 白 石 正 政策施し弱.
二十J 惟毒己タラ7-

′′

共 産 党

主 海 偉 佐雄 ′′ 村 山 義 経

伊 形 寛 治 市政 クラブ ¥K Ffi 郎

藤 本 栄 次 自 民 党 塩 沢 臨 社会党革新クラブ

宮 崎 iF. - 市民 ク ラブ 中 山 弘 規 ′′

本 田 光 夫 民 社 党 西 野 法 久 公 明 党

壷 芸 …約…
提 案

議決通知

市 議 会

L* 会 議 E至誠 委 員 会 意見書

〕

関係行政庁

錆 傍聴F ∃公聴具体的
直接要求要望 施取

市 民

∴l良 rL lP_ 1



財政

地方をとりまく財政環境は、市税の伸び悩みや、

国庫補助負担率引き下げ措置等、依然として厳し

いものがあります。

このような状況のなかで、本市の昭和63年度予

算は社会情勢の変化を的確に見極め国の内需拡大

策に呼応し、更には、目前に迫った市制100周年

に向けて、健全財政基調を堅持しながらも最重点

施策である「地域経済活性化」のための社会資本

の整備拡充をはかる積極的な予算編成を行ってい

IS*

その主な内容は、まず第-に、 「市制100周年へ

の対応」です。市議会や関係団体が一体となった実

行委員会を発足させ、盲周年記念行事の展開に具
体的に二取り∴組むとともに、本市将来の発展を期し

た記念事業として地下駐畢場の整備、シンボルロ

ードの整備、熊本流通情報会館(仮称)、総合婦

人会館・カルチャーセンター(仮称)の建設を意

欲的に推進し、市民の共感と参加による百周年の

実現を目指します。

第二に、 「地域経済の活性化」です。これは関

西経済へのアプローチを図る大阪事務所の新設を

はじめ、商店街や地場製造業の活性イu寸策に取り

組むとともに、観光資源の整備、キャンペーンの

展開、バイオ農業の促進等、観光・都市農業の振

興に力を注ぐものです。

第三に、 「変革の時代への対応」です。まず、

国際化の進展に呼応し、友好都市桂林市、新姉妹

都市サンアントニオ市との交流の一層の活性化を

図ります。高齢化社会-の対応としては、老人生

きがい対策、介護対策の拡充等を進め、児童・母

子・心身障害者福祉対策とともに施策の新たな展

開を図っています。更に熊本地域ニューメディア

構想を推進する等、高度情事糾ヒ-の対応を目指し、

また、婦人の地位向上、ビジョンづくりなど、婦

人問題についての事業を展開します。

第四に、 「魅力ある都市環境の形成」です。こ

72

れは、まず、本市の誇りとする水と録の環境保全

のために、地下水保全対策、都市緑化を推進しま

す。また、優れた都市景観の創造を目指し、住宅、

道路、公園などの社会資本を整備し、再開発、土

地区画整理事業等、活力に満ちた秩序ある市街地

の形成を推進していきます。

最後に、 「21世紀を支える人材の育成」です。

これは、義務教育施設の整備や、生徒の意欲を引

き出す視聴覚教育の推進など、青少年の健全育成

に力を注ぎます。また、数寄屋丸二階御広間の復

元計画や採釣園の整備など、歴史遺産の保全、活

用をはかり、南部保健センターをはじめとする健

康文化施設の整備など生活文化、健康文化の振興
に取り組んでいきます。

昭和63年度当初予算(一般会計)構成比
総額1,125億円
歳入

(単位:億円)
1500

□市民税

⊂=コ固定資産税

[=コたばこ消費税

⊂=]都市計画税

[=]電気税

[=コ事業所税

□その他の市税

[=コ国庫支出金

[=⊃地方交付税

⊂　蝣rfi憤

⊂コit支出金

□諸収入

-^¥一I ;t'し.日、

[=⊃その他

その結果、本市の当初予算は、

一般会計　　　112,500 ,000千円

(7,900,000千円　7.6%増)

特別会計　　　100, 643,000千円

(6,602,458千円　7.0%増)

企業会計　　　　27, 312 , 000千円

(135,178千円　0.5.%増)

総　　計　　　240,455,000千円

(14,637,636千円　6.5%増)

となりました。

一般会計において、歳入面では、自主財源と依

存財源の構成比でみると、自主財源が58.9% (前

年度61.1%)となっており、うち市税が歳入総額

の51.4% (前年度53.2%)を占めています。

歳出

(単位:億円)

⊂コ人件費

[=コ普通建設　補助

⊂二コ普通建設　単独

[=コ扶助費

[=コ公債賀

□物件費

[=⊃繰出金

[=コその他

また、歳出面では、目的別にみてみますと、民

生費(23.7%)、土木費(21.7%)、教育費(12.4

%)と市民生活に密着した科目で予算の半分以上

を占めています。また、性質別には、社会資本の

整備を図る投資的経費について財源の許す限り積

極的に予算を重点配分しています。

このように、厳しい財政状況下にありながらも、

市民生活の充実と、市政の健全な発展を一層期す

べく編成した本年度予算の執行は総合的・長期的

視点に立って、経費節減、事務事業の見直しなど、

より一層の創意工夫をこらして、効率的な予算運

用を図り、これまで同様健全財政の堅持に務める

こととしています。

昭和62年度決算(一般会計)の状沢

①性質別経費の状況

ach土　木23.5%

B⊂コ民　生23.3%

CCD教　育12.5%

D[=コ公債費11.1%

E⊂コ総　務9.2%

蝣pru衛　生7.0%

GCD消　防　3.7%

HEコ農　林　2.0%

IdJ商　工　3.0%

!蝪その他4.7%

AEコ蔑欝漂:)

.7%
B[コ人件費23.4%

cd¥扶助費17.9%

DCU公債費11.1%

E[二コ物件費(.3%

F[コ繰出金8.4%

G⊂コその他6.2%

(単位:億円)

.a-

Cr一一一一p,

叫　　　　　　　　　　.ぺ

」く　ー

A[コ市民税53.9%

B[=⊃固　定
資産税29.5%

C⊂コたばこ
消費税　5.0%

D[ZJ都　市
計画税　4.6%

E[コ電気税3.4%

F⊂コ事集所税2.7%

gedその他0.9%

-蝣R'l:

′　　　n-a土木

'　　　　キー・.教育

-JD'　　ーイ総務

-一一衛生

1`'

十、-.-、--.--」-.,- rfV-.一・一-・、一・十
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昭和57年度58　　59　　60　　61　　62

昭和63年度当初予算の主要概要

「市制施行100周年への対応」
市制100周年実行委員会補助金

市ォISさ人Il曾

シティホ-ル建設調査提督

海洋水族館碁本構想調査委託

総合婦人会館.カルチャーセンター等建設事業

水源議餐林道故事菜

流通情報会館建設奉業

地下駐車場建設事業

三　ニ　ー1;ml-J-トや帖本尊

「地域経済の活性化」
大阪事務所開設経や

地場産業振興フェア開催娃賓

エリアマ-ケッテイング調査後饗

中小小売商業流通情報化推進事業

中小企業共同化推進事業助成

r超魅力くま毛とJキャンペーン軽骨

コンベンション受入特別対策経賀

P)物資料館建設事業

農業用排水路整備事業

「変革の時代への対応」
市民友好の翼等Bl障交流経常

熊本市農業技術覧会開催経費

シルバー人材センター運営助成

在宅老人テ′イサービス事業

心身障嘗者福祉対策事業

ニューメディア関係暮曇骨

相人行政推進軽饗

「魅力ある都市環境の整備
自然環境保全対策事業

地下水保全対策経受

線化推進車乗

道路環境整備事業

公衆トイレ美畦化経常

軌条変換及び舗溢事業

公陶慈備率某

公共下水道築造事業

革4次拡張事業(*ii)

用途地域見通二し基礎調査

近見地区土地区LTJ壕理促進奉賀

「21世紀を支える人材の育成」
育成奨学金
視聴覚教育推進事業

兼務教育施設大規模改修事業
格技場寮備事業

英語指導者招致事業
採釣底盤備事業

健康文化施設盤備軽骨
熊本城数寄寝九二階御広間復元琳発

南部保健センター建設等健聴増進対策経費
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広報・広聴

本市の広報・広聴は、 21世紀に向けて「人間味

あふれる街-ヒューマンシティづくり」のために、
HZE

5つの重点施策「ポリシー5」を基に進めていま

す。

広幸鋸舌動は、この「ポリシー5」を中心とした

市政に対する理解と関心を高めるとともに、市政

-の市民参加を進めるために適時、適切な市政情

報をいろいろな広報媒体を通して提供しています。

特に、市制100周年を迎える今年は、各種行事

や新しい熊本の魅力を紹介し、市制100周年を盛

り上げていきます。

広聴活動は、広く市民の声を聴き、市政に反映

させるため、市政懇談会や市政モニター制度を活

FRLながら進めています。

市政だよりなどによる広報

月1回1日発行、全社昔配布、発行部数約19万5

千部O　また、弱視者や目の不自由な方などのために

74

「拡大版市政だより」 「点字市政だより」 「声の市

政だより」を配布o

このほか、市の施策方針を紹介した「ヒューマ

ンシティくま年と」(年1回)やその施策を具体的
vtxt

に紹介する「萌」(年3回)を発行し配布Q

テレビ・ラジオによる広幸艮

「市民のひろば・手取本町1番1号」

RKK-TV　毎週土曜日　午前9時25分-(5分間)

「こちら熊本市」

TKU-TV　毎月第4土曜日

午前8時15分- (15分間)

「みどりの街から熊本市」

KKT-TV　毎週日曜日　午前11時45分～(5分間)

「フレッシュ・フラッシュ・クマモト」

FMKラジオ　毎週火曜E]午前8時40分～(5分間)

このほかテレビスポットも随時放送します。

市政に対する意見や提言を聴き、市民意識を把

握して、今後の市政運営に反映させる。

市政モニター

市政に対するいろいろな意見を地域別、年代別

等組織的に聴き、市民の声として市政に反映させ

る。

モニター　53人　　研修会等開催　9回

sassi恩Eu

行政サービスの向上を図るため、市民相談窓LT

では多くの要望、苦情などを迅速に対応し処埋し

ている。また、特別相談として、専門相談員によ

る法律、税務、登記などの相談を行っている。

市政相談年度別受付件数

昭和58年度 昭和59年度 昭和60年度 昭和61年度 昭和62年度

1 ,634件 1,284件 1,2 6 1件 939件 yiw 什

特別相談利用状況(昭和62年度)

サラ金 法律相談
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人
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丁:w :t 720件 m
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市の予算
市民 1 人当9 218 ,129円
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火 災 1 日に0.38件
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水道使用料

1 日1 人あたり252 t′

市職員 市民96.6人に 1人
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市税 市民 1 人当り113 ,840円
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